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一
九

六

八

年

ホ

ー

バ

ー

ク

ラ

フ
ト

法

お

よ

び

一
九

七

犀

ホ
夫

…

ク
ラ
フ
ト

罠

妻

貝
任
〕
勅
令

の
成
立

最
近

の
英
国
新
海
事
立
法
㈹

一
九
七

一
年

四
月

三
〇

日
、

イ
ギ

リ

ス
は

一
九
七

一
年

ホ
ー
パ

ー

.
ク

ラ

フ
ト

〔
民
事
責
任
〕
勅
令
L
(↓
プ
Φ
鵠
o
<
①
需

毒
P

〔
Ω

<
一一
ピ
獲
ぼ
一一q

〕

O
門
鳥
。
『
一
㊤
謡

)
を
公
布

し

た

(ω
.
圃
・
一
㊤
刈
一
ワ
『O
●
刈
鱒
O
)
。
こ
れ

は
、
す

で
に

一
九

六

八
年

七
月

二
六

日
付

で
イ
ギ

リ

ス
議
会

が
成
立
さ

せ

て
い
た

「
一

九
六

八
年

ホ
ー
バ

i

.
ク
ラ

フ
ト
法
」
(
↓
ゴ
Φ
=
o
<
Φ
噌
o
鑓
津

>
9

一
㊤
①
QQ
}

0

朝
⑩
)

の
第

一
条

一
項
㈲

号

お
よ
び
ω

号

に
も
と

つ
く
最
初

の
委

任
立
法

で
あ

り
、

そ

の
立
法
趣
旨

は
、

ホ
ー
バ
ー

・
ク
ラ
フ
ト
に
よ

る
旅
客

お
よ

び
手
荷
物

の
運

送

に
関

し

て
航

空
運
送
法

の
責
任
原

則
を
適
用
す

る
と

と

も

に
、

ホ
ー
パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

に
よ
る
貨
物

運
送
並

び

に
ホ
ー
バ

ー

・
ク

ラ

フ
ト
に
関
連

し

て
発
生

し
た
第

三
者
責

任

に
関

し

て
海
事
法

の
責

任
原

則
を
適

用
す

る

こ
と

に
あ

る

(
同
勅
へ
・
註
釈
ω

)
。

ホ
ー
パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト
の
歴
史

は
新

し

い
。

そ
も
そ
も

が
イ
ギ

リ

ス
人

の
考
案

に
成

り
、

イ
ギ

リ

ス
政

府
が
そ

の
本

格
的

な
技

術
開
発

に
あ

た

っ

重

田

晴

生

た

ホ
ー
パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト
が

、
イ
ギ

リ

ス
海
峡

に
初

め

て
そ

の

ユ
ニ
!

ク

な
姿

を
見

せ
た

の
は
、

一
九
五
〇
年

代

の
終

末

で
あ

り
、

そ
れ
が
本
格
的

に
営
業
目
的

と

し
て
生
産
開

発
さ

れ
た

の
は
、

一
九

六
〇
年

代

の
後
半
以

降

の
こ
と

で
あ

る
。

高
速

気
流

を
壷
直

下
方

に
噴
射

し
、
艇
体
を
空
中

に
浮

揚

し
な
が

ら
走

行
す

る

こ
の
海

の
新

し

い
乗
物

ホ
ー
バ
ー

・
ク
ラ

フ
ト

は
、
沼
沢

・
砂

浜

は
も

ち

ろ
ん

の
こ
と
、
水
上

の
浮
遊
物

・
水
深

な
ど

の
影
響

を
受
け
な

い

う
・κ
、

そ
れ
が
速
力

は
、
従

来

の
船

の
数
倍

、
水
中
翼
船

の
約

二
倍

と

い

う
能

力
を
有

す

る
た

め
、

イ
ギ

リ

ス
で
は
、
早

く
も
海
峡
横
断

を

は
じ
め

内
水

の
連

絡
運
送

に
幅
広
く
活

躍
し

て
い
る
。

一
方
、

わ
が
国

の
場

合

に

も
、
す

で
に
数
年

前

か
ら
海
上
輸

送
手
段

と
し

て
の
ホ
ー
パ

ー

・
ク
ラ

フ

ト

は
、

実
用
段

階

に
入

っ
て
お

り

(
現
在
、

ホ
ー

バ
i

・
ク
ラ

フ
ト
は
全

国
五

ヵ
所

の
定
期
航

路

に
就
航

し

て
い
る
)
、

現
在
、

そ

の
大
型
艇

の
開

(.18381



発
と

ス
ピ

ー
ド

ア

ヅ
プ
化

が
急
速

に
進

め
ら
れ
て

い
る
。

本
稿

は
、

こ
う

し
た
情
況

を
背
景

に

こ
の
た
び
イ
ギ

リ

ス
に
お

い
て
成

立

し
た
ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
に
関
す

る
新
立
法

の
内

容
を
紹
介

し
よ
う

と
す

る
も

の
で
あ
る
。

た
だ
、
本
法

も
ま

た
、
誕
生
間

も
な

い
た

め
、
現
段

階

で

は
正
式
条

文

の
ほ
か
依

る

べ
く
資
料

を
も

た
な

い
か
ら
、

こ
こ
で
の

紹
介

は
、

自
ず

か
ら
素

描

の
域

に
留

ま

ら
ざ

る
を
え
な

い
。

以
下
、
本
稿

で

は
・
ま
ず

・
「
一
九

六
八
年

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
法
」

お
よ
び

二

九

七

一
年

ホ
ー
バ

ー
・
ク
ラ
フ
ト

〔
民
事
責
任
〕
勅

令
」

に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
そ

の
概
要

を
指
摘

し
た

の
ち
、
ホ
ー
バ

ー
・
ク
ラ
フ
ト
に
よ

る
運
送

に
関

す

る
民
事
責

任

の
側
面

か
ら
、
新

法

の
内
容

を

み
て

い
く

こ
と
に
す

る
。

一

一
九

六
八
年
ホ
ー

バ
ー

.
ク
ラ

フ
ト
法

一
九

六

八
年

の
ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
法

は
、
全

七

力
条

の
本
文

と
附

則

と

か
ら
成

る
。

本
法

は
、

第
四
条
第

三
項

の
規
定

を
残

し
、

一
九

六
八
年

八
月

二
十

六

日
付

を
も

っ
て
発
効

し

(
第
七

条

二
項
)
、

ま
た

残

さ
れ

た

第
四
条

三
項

も
、

一
九
七

二
年

七
月

=

一
日

に
効
力
を
発
す

る

に
至

っ
て

い

る

(
二
c
,

〈
o
容

「
9
津

〔
〉
℃
℃
一一$

江
o
富

o
h
団
ロ
p
2
ヨ
¢
口
寓
〕

〇
三

自

一
S
P

ω
」

一
¢
刈
トの
鳩
Z
9

Φ
刈
一
)
。

本

法
本
文

七

力
条

の
う
ち
、
中

心
た
る
べ
き
規
定

は
、

ホ
ー
バ

ー

.
ク

ラ

フ
ト

に
関

し
て
、
国

王
が
勅

令

(
枢
密

院
行
)

で
立
法

を
な

し
う

る
事

項

を
定

め
る
第

一
条

一
項

で
あ

る
。

ま
ず
、

一
九
七

一
年

ホ
ー
パ

ー

.
ク

ラ

フ
ト

〔
民
事
責
任
〕
勅

令

の
根
拠

と
な

っ
た
同
条

項

の
㈲

号

お
よ
び
ω

号

は
次

の
よ
う

に
い
う
。

舘

人螺

樹

緊

蜜
籍

樹
.髭

熱

灘

醐

用

具
、

ま

た

は
こ
れ
ら

の
も

の
に
関
係
す

る
人
、
物

、
場
所

に
関
す

る
法

(

令

も

し
く

は
文
書
を
適
用

す

る
こ
と
、
㈹
船
舶

ま
た
は
船
舶

に
関
係
す

る

人
、
物
、

場
所

に
関

す

る
法
則

(
た
だ

し
海
上
留
置
権

に
関
す

る
法
則

を

除

く
)
、

を
適
用
す

る

こ
と
、

お
よ
び
、
右

本
項

の
通

則

に
か
か
わ
ら
ず

、

一
切

の
法
令

(
上
記

の
法

令
を
除
く
)

が
船
舶
、
航

空
機
、
自
動
車

ま

た

は

ホ
ー
バ
i

・
ク
ラ

フ
ト
が
関
係

す

る
活
動

に
関

し
て
有
効

で
あ

る
旨

を

規

定
す

る

こ
と
」

ω

「
以
下

の
各
法

令

お
よ
び
そ
れ

に
も
と
つ

く

一
切

の
文
書

を
、
次

の

各
事
項

に
関

し
て
適
用
す

る

こ
と
、
す
な

わ
ち
、

ω

ホ
ー
バ

ー

.
ク
ラ

フ

ト
に
よ

る
人

お
よ
び

そ

の
手
荷
物

の
運

送

に
.関

し
て
は
、

一
九

六

一
年
航

空

運
送
法

お
よ
び

　
九

六
二
年
航
空

運
送

(
補
足
規
定
)
法

㈲

ホ
ー
パ

ー

・
ク
ラ
フ
ト

に
よ

る
財
産

(
た
だ
し
上
記
法
令

が
適

用
さ
れ

る
手
荷
物

を

除
く
)
に
関

し
て
は
、
一
九

二
四
年

海
上
物

品
運
送
法

お
よ
び

一
八
九

四
年

商
船
法
第

八
部

の
船
舶

上

に
在

る
財
産

に
関
す

る
規

定

㎝

ホ
!
バ

ー

.

ク
ラ

フ
ト
に
よ
り
運
送
さ
れ

な

い
人
ま
た

は
財
産

に
加

え
ら
れ

た
ホ
ー
バ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

に
関
係
す

る
死
傷
、

ま
た

は
滅
失

・
損
傷

お
よ
び

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
に
関
係

す
る
作

為

・
不
作
為

に
よ
る
権
利

の
傷

害

に
関

し

て
は
、

上
記
商
船
法

第

八
部

の
規
定
」
、

で
あ

る
。

右

の
ほ

か
、
第

一
条

一
項
が
定

め
る
主

な
委
任

立
法

事
項

を
列
挙
す

れ

ば
、

ホ
ー
バ
ー

・
ク
ラ

フ
ト
の
登
録

(
a
号
)
、

ホ
ー
バ

ー

.
ク
ラ

フ
ト
お

臥賃」』L」唱曲 幽劇 隔臼醐 山幽



1U68聯 隔バ ー ・ク ラフ ト齢 よび1971報 事配 齢 城
、Z

よ
び
同
上

の
入

.
財
産

の
安

全
性

の
保
証
並

び

に
ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト

に
よ
る
第

三
者
お
よ
び
そ

の
財

産

の
侵
害

に

つ
い
て
の
防

止

(
b
号
)
、
礒

装
証
明
書

の
欠
鉄

ま
た

は
整
備

・
修
繕

に
不
備

あ
る
場

合

の
ホ
ー
バ

ー

・

ク
ラ

フ
ト
の
使
用
禁
止

制
限

(
c
号
)
、
無

資
格
者

が

ホ
ー
バ
ー

・
ク
ラ

フ

ト
を
管
理

し
乗

組
員
と

な
り
ま
た

は
そ

の
整
備

・
修
繕

に
従

事
す

る

こ
と

の
禁
止

(
d

号
)
、

ホ
ー
バ

ー

ク
ラ

フ
ト
が
係

わ
る
事
故

の
調

糞

"
号
)
・

ホ
ー
パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト
が
惹
起
す

る
騒
音

・
震
動

の
規

制

(
f
号
)
、
国
王

に
対

す

る
勅
令

の
適
用

お
よ
び
勅
令

の
領

土
外

へ
の
効

力

(
1
号
)
、
北

ア

イ

ル
ラ

ソ
ド
、

チ

ャ
、不
ル
諸
島
、

マ
ソ
島
等

に
対

す

る
勅

令

の
適
用

(
m

号
)
、
勅

令

の
違

反

に
対
す

る
刑
事

罰

(
n
号
)
、
勅
令

に
従
順

さ

せ
る
た

め

に
す

る
ま
た

は
そ
れ

に
違

反
す

る
疑

の
あ

る
場
合

の
ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
の
抑
留

(
0
号
)
、

な
ど

に

つ
い
て
で
あ

る
。

そ
し

て
、
現
在

ま

で

に

公
布

さ
れ

た
勅
令

は
、

こ
こ
で
紹

介
す

る
民
事

責
任

に
関
す

る
勅
令

の
ほ

か
、

ホ
去

-

.
ク
一フ
フ
ト

の
登
録

お

よ
び
安
全

に
関
す

る

二

九
七

二

斡
財

部

塑

吻
罫

〔ト
鯵

鋤
絶
餐

吻<。.。.・。三

。
。嵩。・簿ご

次

に
、本
法

の
第

二
条

は
、
ホ
去

!

ク
ラ
フ
ト
が
海
事
裁
判
管
轄
権

に
服

し

(
同

条

　
.
五

.
六

項
)
、

一
九

五

六
年

司

法

法

(〉
瓢
∋

繭三

累
冨

酔
δ
コ

。
こ

=
・
瓢
。
。

〉
。
什)

笙

.
第

五
部

お
よ
び

一
九

五
九
年

県
裁
判
所
法

(6
。
=
コ
耳

∩
O
霞

房

>
2
)

第

κ

六

・
五
七

・
六
〇

・
六

一
・
七

〇
条

⑥

項
等

の
諸

規
定
が

そ
れ
ぞ
れ
修

正
適
用
さ
れ

る
と
す

る

(
岡
条

二

・
三

.
四
項

。

ま

た
、

第

三
条

で
は
、

同
法

の
附

則
が
挙
げ

る
各
制
定
法

が

ホ

ー

パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

に
対

張

、
適

胆

、・
れ

る
旨

が

明

規

さ

れ

る
。

第

四

条

の
解

釈

条

項

に

関

し

て

は
、

特

に
、

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト
が

ぎ

く
、

㊥
「
。
「
餌
{
二

。。
帥
く
四
三

。
一〇
芝
三
(ゴ

一。。
(冨
こ。
侭

菌

創

酔o
げ
。
鍔

覧
℃
o
障
㊦
(酬
ぞ
7

①
コ

一コ

ヨ
9

δ
コ

タ
.げ
。
=
},
o
憎

も
p
「
貫
望

げ
団

鉱
『

o
×
℃
o
=
〇
二

陣
o
嵩
酵

9

0

<
Φ
眠

6
一Φ

8

8

「
ヨ

節

6
蕊

竃

8

0
h
≦
鉱

6
7

夢

o

げ
8

昌
魯

ユ
o
の

凶謬
6
一篇
鳥
⑦

3

Φ

讐

o
=
嵩
斜

≦
鷺

。
「

o
「

0
9

0
『

。。
霞

h
碧

o

ぴ
2

0
㌶

7

∋

。

<
Φ
窓
6
一。
」

と
定

義

起
、
れ

る
点

(
同

第

一
項

)
、

お

よ
び

ホ

ー
バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト
が

、

本

法

成

立

以

前

に
適

用

さ

れ

た
法

令

な

い
し

は
類

似

の
証

書

に

と

っ
て
船

舶

、

航

空

機

ま

た

は
自

動

車

と

し

て
取

扱

わ

れ

る

べ
ぎ

で

な

い
と

す

る
同

条

第

三
項

の
規

定

が

注

目

さ

れ

る
。

さ

ら

に
、

こ

の

ほ

か
本

法

に

は
、

北

ア

イ

を

フ
ソ
ド

と

の
関

係

(
第

五

条
)
、
会

計

条

項

(
第

六

条
)
・

お

よ
び

略

称

.
施

行

条

項

(第

ヒ

条
)
、

な

ど

の
規

定

が

お

か

れ

る
。

以
去

本
文

に
対

し
、

「附
則
」

の
部
盆

、
本
文
第
三
条
と
の
関
連

で
諸

法
令

の
修

正
を
明

ら
か

に
し
て

い
る
。

二

一
九
七

一
年
ホ
ー

バ
ー

・
ク
ラ

フ
ト

〔
民
事
責
任
〕

勅
令

一
九
七

一
年

の
ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ
フ
ト

〔
民
事
責

任
〕
勅
令

の
立
法

の

本
旨

が
、

†

パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

に
よ
る
旅
客

お
よ
び
手

荷
物

の
運
挙

」

関

し
て
航
空

運
送
法

の
責
任

原
則
を
適
用

し
、

ま
た

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ

ト
に
よ
.畳

物

運
送
並

び

に
ホ
ー
パ

ー

・
ク
ラ

フ
ト

に
関
連

し
て
発
生
す

る
第

三
者
責
任

に
関
し
て
海
事
法
の
責
任
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
あ

っ

た

こ
と
縷

り
返
す
ま
で
も
な
い
.

醐

本
勅

令

は
、

こ
れ
を
大

別

し
て
、
本
文

た
る
計

十

一
力
条
文

と
四

つ
の

ー

附

則

シ
蛮

成

る

(
本
勅
転
、
は
、

別

に
ヒ

習

の
註
釈

を
お
-
が
、

こ
れ

朗



は
勅
令

の

一
部
を
成
す

も

の
で
は
な

い
)
。

本

法

の
内
容

に
関

す

る
詳
細

は
次
項

に
譲

る
と

し
、

ひ
と
ま
ず
そ

の
正

文

タ
イ
ト

ル
か
ら
勅

令

の
大
綱

を
示

せ
ば

、
本
勅
令

の
引
用

お
よ
び
施
行

日

(
一
条
㌔
、
解
釈

条
項

(
二
条
)
、

旅
客

お
よ
び
手

荷
物

の
運
送

に
関
す

る

責

任

(
三
条
V
、

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ
フ
ト
上

の
物
品

に
関

す
る
責

任

(
四
条
)
、

手
荷
物

と
L
て
扱
ら

べ

き

で

な

い
自
動
莫

五
条
)
、
総
体
的
責
任
制
限

(
六
条
)
、

一
九

=

年

海
事

条
約
法

の
適

用

(
ヒ
条
)
、

一
九

四
七
年

国
家

訴

訟
法

の
適
用

(
八
条
)
、

本
勅
令

に
朔
及
効

な
ぎ

こ
と

(九

条
)
、
北

ア
イ

ル
ラ
ソ
ド
に
対
す
る
適
用

の
留
保
(
δ

条
)、
参
照

の
便
宜

の
た
め
の
附

則

(
一
一
条
)
、

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

「
附
則
」

は
、
ま
ず
本
文

の
第

三

条

●
第

四
条

お
よ
び
笙

ハ
条
と

の
関
連

で
、

そ
れ
ぞ
れ
、

一
九

六

一
年

航
空
運
送
法
お
よ
び

一
九
六
二
年
航
空
運
送
〔
補
足
規
定
〕法

の
修
正

(附

則

三

一
九

二
四
年
海
上
物
品
運
送
法

の
適
用

(附
則
二
)、

天

九
四

年
商
船
法
第
八
部

お
よ
び

一
九
五
八
年
商
船
〔
船
主
等
の
責
任
〕
法

の
修
正

(附
則
三
)、

に
つ
い
て
明
規
す
る
ほ
か
、
附
則

の
四
で
は
、
本
文
第

一
一

条

に
も
と
づ
き
附
則
の

一
乃
至
三
に
わ
た
る
全
修
正
規
定
を
列
記
す
る
。

へ

　

な

お
・
本
勅
令

は

一
九

七

一
年

六
月
九

日
付

を
も

っ
て
発
効

し
て

し
る

三

ホ
ー

バ
ー

・
ク

ラ
フ
ト

に
よ
る
運
送
に
関

す

る
民
事
責

任

ひ
ろ
く
水
上

・
空
中

お

よ
び
陸
上

を
そ

の
活

動

の
場

と
し
、

船
舶

.
航

空
機

・
自

動
車

な
ど

い
ず

れ

の
運

送
用

具

の
概
念

に
も
当

て
嵌

ま
ら
な

い

ホ
ー
パ

ー

。
ク
ラ

フ
ト
に
よ

っ
て
行
な

わ
れ

る
運
送

に
関

し

て
は
、

従
来

こ
れ

を
律

す
る
責

任
法
則

も
特
殊
な
も

の
に
と
ど

ま

っ
た
。

す
な

わ
ち
、

ホ
!
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト

に
よ
る
物

品
運
送

に
関

し
て
は
過
失
責

任

に
立

つ

一
九

二
四
年

海
上
物

品

運
送
法

が
適
用

さ
れ

た
の
に
対

し
、
そ

の
旅
客

お

よ
び
旅

客

の
手
荷
物

の
運
送

に
関
し

て
は
、

ほ
ぼ
絶
対
責
任

に
近

い
厳
格

な
責

任
原

則
を
採

る

一
九
六

一
年
航
空

運
送
法

の
規
律

を
受
く

べ
き

も

の

と
さ
れ

て
い
た
。

右

に
対

し
、

一
九

七

一
年

の
民

事
責

任
勅
令

は
、

ホ
ー
バ
ー

.
ク
ラ

フ

ト
の
運
送

に
ょ
る
旅
客

の
死
傷

お
よ
び
手
荷

物

の
滅

失

.
損
傷

に
対

す

る

運
航

者

の
責

任

に

つ
い
て
、

こ
れ

を
過

失
責

任

と
定

め
る
と

と
も

に
、

そ

の
場
合

の
責
任
額

に

つ
い
て
は
、
以

下

に
略
説

す

る
よ
う

に
金
額
責
任
方

式

に
よ
る
個
別
的

な
責

任
制

限
を
法
定

す

る
ほ
か
、

ホ
ー
バ

ー

ゲ
ク
ラ

フ

ト

の
所

有
者
等

に

つ
い
て
は
、
事
故

当

り

の
、

ホ
ー
バ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

の

重
量

を
基
礎

と

し
た
総
体
的

な
有
限
責

任

を
認

め
た
。

ω

総
体

的
責

任
制
限

民
事
責
任
勅

令

は
、

ホ
ー
バ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

に
よ

っ
て
運
送

さ
れ

る
人

ま
た
は
手
荷
物

(
こ
れ
ら

に

つ
い
て
は
、

一
九

六

一
年

航
空
運
送

法
が
規
律
す

る
。

第

三
条
、

附
則

一
)
を
除

い
た

一
切

の
人

ま
た

は
財

産

に
対

し
て
加

え
ら
れ
た
死
傷

お
よ
び
物
的

損
害

に
関

t

て
・
商
船
法

(
穴

九
四
年

∴

九
五
八
年
)

の
責
任
制
限
規
定
を
、
必

要

な
修

正

の
う

え
適
用
す

る
と
す

る

(第

六
条
、

附
則

三
)
。

天

九
四
年
商
船
法

(g
§

匿

葺

ω
三
琶

謁

〉
。
=

㏄
箕

ρ

φ
o
)

法

の
第

八
部

(
第

五
〇

二
条
-

五
〇
九
条
)
、

お
よ
び
そ

の
改

正
法

で
あ

る

一
九

五
八
年
商
船

〔
船

主
等

の
責

任
〕

法

(
7
霧

〔
琴

=
ξ

。
h
ω
葺

、,

o
≦
⇒
嘆

ω

睾

O

o
二
お

房
〕

ン
9

一
㊤
㎝
○。
聞
P
露

)
は
、

イ
ギ

リ

ス

に

お

け

る

84{186)



1968年 ホ 剛バ ー ・ク ラ フ ト法 お よ ひ・1971年 民 事 責 任 聯
の 厳

船
舳
所
有
者
等

の
総
体
的
な
責
任
制
限
制
度
を
定

め
た
法
で
あ
る
、
す
な

わ
ち
、
船
舶
所
有
者
を
は
じ
め
商
船
法
上
の
責
任
制
限
権
者
は
、
本
船
上

並
び
に
本
船
外

で
発
生
し
た
人
の
死
傷
お
よ
び
物
的
損
害
、
…難
破
物

に
関

す
る
損
害
ま
た
は
港
湾
施
設
に
加
え
た
損
害
、
お
よ
び
無
過
失
責
任
を
負

担
す
る
に
至

っ
た
場
合
の
損
害
な
ど
、人
的
物
的

の
各
損
害
に
関
し
て
は
、

故
意

.
過
失
な
ぎ
か
ぎ
り
、
船
舶

の
ト
ン
数
を
基
準
と
し
た

一
定
金
額

に

そ
の
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
船
舶
上

の
火
災
損
害
お
よ
び

不
明
告

の
高
価
品
に
関
す
る
損
害
に
対
し
て
は
、
同
じ
く
故
意

・
過
失
な

き
か
ぎ
り
、
そ

2

切

の
責
任
を
免
除
さ
れ
る
の
で
臥
弔

と

こ
ろ
で
、

民
事
責

任
勅

令

の
下

で

ホ
ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

の
所
有

者

(
そ

の
他

の
者
)
が
総
体

的
責
任

制
限
を
も

っ
て
対

抗

し
う
る
場

合

は
、

ω

入
身
傷
害

(
死
亡
を
含

む
)

@

人

に
ょ

り
惹
起

さ
れ
た
財
産

の
滅

失

.
損
傷
、

ま
た

は
ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
の
航
行

も

し
く

は
取
扱

お

よ
び

貨

物

の
船
積

.
運

送

・
荷
揚
、

ま

た
は
乗
客

の
上
船

・
運
送

・
上
陸
中

に

お
け

る
あ
る
者

(
ホ

ー
バ
ー

・
ク

ラ
フ
ト

の
乗

船
者

で
あ
る

と
否

と
を
問

わ
な

い
)

の
作
為

.
不
作

為
、

ま
た

は

ホ
ー
バ
ー

・
ク
ラ

フ
ト
上

に
在

る

者

の
そ

の
他

の
作
為

・
不
作

為

に
よ
り
、
財

産

(
ホ

ー

バ
ー

・
ク

ラ
フ
ト

に
運
送

さ
れ
る
乗
客
ま

た
は
手
荷
物

を
除

く
)

に
加

え
ら
れ

た
滅
失

・
損

傷

、

の
各
場

合

で
あ

る

(第

六
条
)
。

そ
し

て
、

ホ
ー
バ

i

・
ク
ラ

フ
ト
の

所
有
者

(
そ

の
他

の
者
)

は
、

か
か
る
債
務

の
う
ち
、

ま
ず
、

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
上

に
在

る

一
切

の
財
貨

・
商

品
そ

の
他

の
物

に
加

え
ら
れ

た

葵

・
損
傷
に
関
し
て
は
、

ホ
宍

…

ク
ラ
フ
ト
の
最
大
公
式
麹

の

一
キ

ロ
当

り

一
ポ

ソ
ド

の
金
額

に
そ

の
責

任

を
制
限

す

る

こ

と

が

許

さ

れ
ヤ

ま
た
、
人

の
死
亡

ま
た

は
傷
害

に
関
し

て
は
、
同

じ
く

ホ
!
バ

ー

・

ク
ラ

フ
ト

の
最

大
公

式
重
量

の

一
キ

ロ
当

り

三

・
五
〇

ポ

ソ
ド

の
金
額

に

よ

る
責

任
制
限

が

で
き

る

(附
則

三
A
ω
∵

㈲

)
。

こ
れ

ら
の
場
合

に
、

ホ

ー
パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

の
重
量
が

八
、
○
○

○

キ

ロ
未
満

の
場

合

に
は
、

そ

の
実
際

の
重
量

と

は
無

関
係

に
す

べ
て
八
、

○
○
○

キ

ロ
と
看
倣

さ
れ

て

(
4

)

責
任
額

が
計
算

さ
れ

る

(附
則

三
A
⑥
)
。

た

だ
し
、

ホ
ー
パ

ー

・
ク
ラ

フ
ト

の
所
有

者
等
が
右

の
責
任

制
限

を
主

張

で
き

る
た
め

に

は
、

彼
自
身

に
損
害
発

生

に

つ
き

故
意

な

い
し
過
失

(p
。
ε
島。
=

磐

胃

o
畦
鷲

ぞ
搾
望
)

な
き

こ
と
が
条
件

で
あ

り
、

か
か

る
無

過

失
を
立
証

で
き

な

い
か
ぎ

り
、

そ

の
責

任

は

一
般
原
則

に
従

う

こ
と
に

な

る
。

こ
の
点

は
、

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
に
よ

っ
て
運
送
さ
れ

る
貨
物

に
対

す

る
責
任
制

限

の
場
合
も
同

様

で
あ

る
。

ま
た
、

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト

の
所

有
者

(
そ

の
他

の
者
)

が
、
責

任

制

限
規

定
を
緩
用

で
き

る
た
め

に
は
、

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
が
事
故

発

生

の
当
時

、
可
航
水

域

(器

≦
αq
帥
三
Φ

≦
黒
①
誘
)

な

い
し
前

浜

(
{
。
【
。

(
5

)

自。
ゴ
o
器
)
、

も
し
く

は
通
常
潮

の
干
満

が
あ

る
地
帯

(
覧
鋤
o
。
≦
ず
。
容

二
尾

鉱
α
o
郭
o
門
ヨ
巴
唄

o
げ
げ
し。

餌
賢
二

自
o
芝
ω
)

に
在

る
場
合

、
ま
た
は

ホ
ー
パ

ー

・
ク

ラ

フ
ト
が
可
航
水
域

と

ホ
ー
バ
ー

・
ポ

ー
ト
間
を
航
行
中

の
場
合
、

お
よ
び
か

か
る
運

送

の
準
備

な

い
し
終

了
段
階

に

ホ

ー

バ

ー

・
ポ

ー

ト

に
在

る
場
合

に
か
ぎ

ら
れ

(
第
六
条

、
附
則

三
)
、
右
以
外

の
場
所

で
発
生

し

た
事
故

に
よ
る
損

害

に
対

し

て
は
、
責
任
制

限

の
主
張

は
許
さ
れ

な

い
。

Crs7)

 

②

運
送
品
に
対

す

る

責

任

一
九
二
四
年

の
海
上

物
品

運
送
法

85
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(9

三

患

。
;

・
。
身

び
険

。
曽

>
6
二

鐸

6
・
§

が
、

い
わ
ゆ

る

へ
ー
グ
規
則

に
法

的

効
力

を
付
与

し
た
も

の
で
あ

り
、

海
上
物
品

運
送

に
関
す
る
運
送

人
と
荷
主
間

の
権
利
義

務
関

係
を
定

め
た
立
法

で
あ

る

こ

と
は

い
う
ま

で
も

な

い
。
同
法

に
お
け

る
海

上
物

品
運
送

人

の
責

任

は
、
一

方

に
お

い
て
船
舶

の
堪
航
性

に
関

し
て
相
当

な
注
意
義
務

を
負

う

ほ
か
、

運
送
品

に

つ
い
て
船
積

か
ら
陸
揚

に
至

る
ま
で

の
広

い
意
味

で

の
取
扱

お

よ
び
保
管

を
適

切

か

つ
慎
重

に
行

な
う

こ
と
を
要

し
、

そ

の
他

方
、
運

送

人

に
は
、

い
わ
ゆ

る
航
海

上

の
過

失
そ

の
他

一
定

の
免
責

事
由

が
法

定

き

抗

る
ほ
か
、

そ

の
種
類

・
価
額

の
明
告

な
き

運
送
品

に

つ
い
て
は

一
包
ま

た
は

一
単
位
当

り

一
〇
〇
ポ

ソ
ド

(
こ
の
金
額

は
金
約
款
協

定

に
よ
り

二

⊃

○
ポ

ン
ド

に
増

額
さ
れ

て

い
る
)

の
金
額

に
よ
る
責
任
制
限

が
許

さ
れ

て
い
宛
 民
事
責
任
勅
令

は
、
右

の
海

上
物

品
運

送
法
が

ホ
ー
バ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

に
よ
る
物
品

の
運

送

(
旅
客

の
手
荷
物

の
運
送

に

つ
い
て
は
別

に
航
空

運

送
法

の
定

め
る
と

こ
ろ

に
よ
る
)

に
関

し

て
適
用
が
あ

る
も

の
と
す

る
か

ら
(
第

四
条
)
、
運
送

人

(
所

有
者

・
傭
船

者
等
)

お
よ
び

ホ
ー
バ

ー

.
ク

ラ
フ
ト
と
荷
送

人
と

の
間

の
運
送
品

に
関

す
る
権
利

義
務
関
係

は
、

す

べ

て
海

上
物
品

運
送
法

の
責

任
原
則

に
よ

っ
て
規
律
さ

れ
る

こ
と

に
な
る
。

た
だ
、

こ
れ

に
関
連

し
て
は
、
次

の
よ
う
な
各
点

を
注
意
す

る
必
要

が
あ

る
。ま
ず
、

海
上
物
品

運
送
法

は
、

そ

の
適
用
対
象

た
る

「
物

品
」

に

つ
い

て
、

「
生
動
物

お
よ
び
運

送
契

約

に
お

い
て
甲
板
積

と
記
載

さ
れ
、

か

つ

実
際

に
甲
板
積

と

し
て
運
送

さ
れ

る
積
荷

以
外

の

一
切

の
物

品

.
財
貨

.

商

品
そ

の
他

の
各

種

の
物

」

を

い
う

と
し

(
同
法

一
条
㈲

号
)
、
運
送

の
口

86

的
物

か
ら
生
動
物
等

を
除
外
す

る

の
に
対

し
、
民
事
責

任
勅
令

は
、

運
送

紛

の
目
的
物

を
、

ス
ト

レ
ー
ト

に

「
ひq
。
。
身

Ψ
≦
霞
。
幹

ヨ
自

。
ゴ
p
匿

一。。。
ψ

18

嘗

α
震

ユ
鮎
①
。。
o
h
。
<
興
団

箆
コ
匹

≦
冨

ヨ
。
。
<
2
」

と
定
義

す

る

(附
則

(

二
)
。

し
た
が

っ
て
、

海
上
物

品
運
送
法

が
規
律

の
対
象
外

と
す

る
生
動

物

な
ど
も
、
そ

れ
が

ホ
ー
パ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
を
手
段

と
し

て
運

送
さ
れ
る

か
ぎ

り
、
同
法

の
適
用
対
象

た
る

「
物

品
」

に
該

当
す

る
。

ま

た
、

自
動

車

(
<
〇
三
巳
o
)

に

つ
い
て
は
、
民

事
責
任
勅

令
が
そ
れ

を

「
手
荷
物

」
と

し
て
扱

わ
な

い
旨
を
明
規

し
て

い
る
が

(本

文
第
五
条
㈲

号
)
、
手
荷
物

に

当

ら
な
け
れ
ば

「物

品
」

と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

か
ら
、
自

動
車

の
運
送

も

ま
た
海
上
物
品

運
送
法

の
規
律

を
う
け

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。

ま

た
、
民
事
責

任
勅

令

に
よ
り
修

正
さ
れ
た
海
上
物

品
運

送
法

の
下

に

お

い
て
は
、
運
送
人
並

び

に
ホ
ー
パ

ー

・
ク
ラ

フ
ト
は
、

運
送
品

の
滅
失

・
損
傷

が
海
上

そ

の
他

の
可
航
水
域

の
災
害
、
危
険

ま

た
は
事
故

に
起
因

す

る
場
合

に
は
免
責

を
う
け

る
と
さ

れ
る

(附
則

四
条

二
項
㈲

号
)
。

こ
こ

に

い
う

「
可
航
水
域
」

(雪

く
凝
鋤
三
。

≦
葺
。
笏
)

に

つ
い
て
は
、

「
潮

の

干
満

の
有
無

お
よ
び
そ

の
水
域

に
お
け

る
公

の
通

行
権

の
有
無

に
か
か
わ

ら
ず
実
際

に
船
舶
が
航

行

で
き

る

一
切

の
水
域
」

を

い
う
も

の
と
定
義
さ

れ
る
が

(
第

二
条

一
項
)
、

ホ
ー
パ

ー

・
ク
ラ

フ
ト

の
場
合

に
は
極

め
て
浅

い
水
域

で
も
航

行
を
可
能

と
さ
せ

る
か
ら
、

一
般

の
船

舶

が
実
際

に
航

行

で
き

な

い
よ
う
な
砂
州

(
Qn帥
コ
島

び
帥
コ
醤
)

に
お

い
て
発

生
す

る
危
険
等
も

包
含
さ
れ

る
も

の
と
解
さ
れ

る
。

し
た
が

っ
て
、

ホ
ー
パ

ー

.
ク
ラ

フ
ト

の
所
有
者

等

は
、

ホ
ー
パ
ー

・
ク
ラ

フ
ト
の
事

故
が
砂
州

に
お
い
て
発
生
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し
た
る
場
倉

は
、
前
述
の
よ
う
罠

壽

任
勅
令
の
第
六
条
に
従
総

体
的
な
責
任
制
限
を
主
張
し
う
る
ほ
か
、
海
上
物
品
運
送
法
附
則
第
四
条

二
項
㈲
陶写
に
も
と
つ

い
て
、
危
険
が
海
ま
た
は
そ
の
他

の
可
航
水
域

の
も

の
で
は
な
い
が
、
砂
州

の
危
険

で
あ
る
旨
を
主
張
し
て
免
責
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
海
上
物
晶
運
送
法

は
、
バ
ラ
積

の
石
炭

・
穀
物

.
油
と
い

っ
た
い
わ
ゆ
る
撤
荷

(ぴ
舞

・毒

)
に

つ
い
て
は
、
そ
の
重
量
が
第

三

者

に
よ

っ
て
計
婁

れ
、
そ

の
旨
が
船
荷
証
券
上
に
記
載
さ
れ
た
る
場
合

に
は
、
荷
送
人
に
計
量

に
関
す
る
担
保
責
任
が
な
く
、
ま
た
運
送
人
に
対

し
ザ、
船
荷
証
券

の
推
定
的
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
は
な

い
旨
を
定
め
る
が

(
同
法
第

五
条
)
、
か

か
る
警

に
関
す

る
海

上
物

・
悶
運

送
法

の
諸
規
定

は
・

ホ
ー
バ
:

.
2

フ
フ
ト

の
運
誉

対

し

て
は
適
袈

な

い
(附

則

こ
)
・

③

馨

お
よ
び
手
荷
物
に
対
す
る
責
任

民
妻

任
勅
令
は
・
ホ
ー

。↑

.
ク
一フ
フ
ト
に
よ
蓮

誉

れ
る
旅
客
の
死
傷
お
よ
び
馨

の
手
荷

物

(げ
・
-q
・窺
船
・-
。
)

の
婆

.損
傷
に
対
す

る
責
任
に
関
し
て
は
・
一
九
五
五

年

の
改
正
ワ
ル
ソ
桑

約

の
イ
ギ
リ
歯

内
法
に
当

ゑ

九
杢

年
航
空

運
送
法

(∩
鋤
『
『隔m
畷
葺

と

二

9

奪

・
§

お
よ
び

こ
れ
を
補

足
す
ゑ

夫

二
年
航
空
運
送

〔壇

規
定
〕
法

(。
量

療

9

き

〔
。。
鑑
豊

§

舞

b
§

喜

邑

>
6
二

⑩
①N

ρ
お
)
を
・

必
巽

修
正

を
加
え
て
瘤

す
る
も

の
と
す
る
(第

三
条
、
附
則

一
)
.
乗
客
以
外

の
人

に
対
す
る
責
任
は
、
過
失
責
任
と
し
て
、

か
つ
も

っ
ば
総

体
的
な
責
任

制

限

に
か
か
わ

る
問

題
と
な

る
。

民
事
責
任
勅
令
は
、
一
九
六

犀

航
空
運
送
法
に
対
し
て
、
〃
国
際
的
"

な

る
文
言

を
削
除

す
る
ほ
か
、

〃
旅
客
切
荷

〃

お
よ
び

〃
貨
物
〃

の
規

定

を
削
除
す

る
な
ど
必
要
な
修

正
を
施

し
て
お
り
、

し
た
が

っ
て
運
送

人

の

責
任
お
よ
び
墾

、賠
償
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
右

の

一
九
六

一
年
航

空

運

送
法

の
附

則

に
収

め
ら
れ
た
条
件

・
制

限
に
従

っ
て
判
断

さ
れ
る
・

以
下
、

こ
れ

に
も
と
つ

い
て
旅
客

お
よ
び
手
荷
物

に
関

す

る
運
送
責
任

の

原
則
を
略
説

す

る
。

ま
ず

、
こ
こ
で
規
律

の
対
象

と
さ

れ
る
運

送

は
、
ホ
ー
バ
ー

・
ク
ラ

フ
ト

に
よ
る
有

償
的

な
人
お
よ
び
手

荷
物

(
自

動
車

お
よ
び
そ

の
内
容
物

は
手

荷
物

に
当
ら
な

い
。

第
五
条
㈲

号
)

の
運

送

の
ほ
か
、

ホ
ー
バ
ー

.
ク
ラ

フ
ト
運

送
企
業

に
よ

っ
て
行
な

わ
れ
る
無
償
運
送
を
も
含

む

(
附
則
四

の

第

蚕

第

蘂

)。

ま
た
、

右
に
い
う
運
送
を
国
家
が
行
な
う
場
合

に
も

同
様

で
あ

る
(
附
則

四

の
第

一
章
第

↓
条
)
。

そ

し
て
、
運
送
人

は
か
か

る
運
送

に
関
連

し
て
発
生
す

る
旅
客

の
死
傷

(
第

「
七
条
)

お
よ
び
益
録
手
荷
物

の
滅
損

(
第

…
八
条

一
項
)
、
並

び

に

こ
れ
ら

の
遅
延
損
害

(
第

一
九
条
)
に
対

し
て
、

一
応

の

(℃
尋

】類

鍵
。
剛。
)

損

害
賠
償
責

任
を
負

う
。

た
だ

し
、

こ
の
場

合

の
旅
客

死
傷

ま
た

は
手
荷

物
損

害

に

つ
い
て
は
、
前
者

の
人
身
事
故

の
場
合

、
そ
れ

が

ホ
ー
バ
i

・

ク
ラ

フ
ト
上

で
ま
た

は
乗
船

・
下
船

の
際

に
発
生

し
た
も

の
で
あ

る

こ
と

が
、

ま
た
後
者

の
手
荷
物

に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が

ホ
ー
バ

ー

・
ク
ラ

フ
ト

に
よ
っ
て
運
送
荒

喬

に

(運
覇

間
繁

∴

ー

ポ
ー
歳

外
で

醐

履
行
さ
れ

た
運
送

に
は
及
ば
な

い
。

第

↓
八
条

三
項
)

加

え
ら
れ

た
損

害

(

で
あ

る

こ
と
が
必
要

と
さ
れ

る
。

87



隔

…

一
方
・
右

に
対

し
て
運
送
人
は
、
彼
自
身
お
よ
び
彼

の
使
用
人

.
代
理

人
が
損

害

の
発

生
を
回
避
す

べ
く

合
理
的

な
措
置

(
§

.
。
昌
・。
三
.
ヨ
.
、
、

ω
§

)

を
怠

ら
な
か

っ
た
こ
と
、

ま

た
は
か
か
る
措

置

を
と

る
.」
と
が
不

可
能

で
あ

っ
た
こ
妄

証
明
し
た
場
盒

は
賠
償
の
責
を
免
れ
る

(第
二

擁
難

ω蒙

q駿

嚢

講
編
鰐

き
た
場
合
に
は
、
運
送
人

の
責
任
は
絶
対
的
な
も
の
と
な
る
。

次

に
・
右
の
よ
う
な
損
害
賠
償
責
任
に
対

し
て
は
、
運
送
人
に
金
額
主

義

に
ょ
る
責
任
制
限
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
旅
客
死
傷

の
場
盒

は
、
特

に
当
事
者
が
法
定

の
金
額
を
上
回
る
責
任
限
度
額
を
約
定
し
て
い

な
い
か
ぎ
り
、
旅
客

一
人
当
り

一
、

二
〇
〇
ポ

ソ
ド
の
金
額
を
限
度
と
す

る
有
限
責
隻

負

い
(箋

二
条

一
項
)
、
ま
た
登
録
手
荷
物

の
滅
損

の
場

合

に
は
、
そ
の
引
渡
の
際

に
旅
客
ま
た
は
荷
送
人
か
ら
到
達
地

に
お
け
る

引
渡

の
利
益

ξ

い
て
別
段

の
申
告
が
な
さ
れ
て
い
な

い
か
ぎ

り
、
手
荷

物

の

一
キ

・
当
り
七
ポ

ソ
ド
で
計
讐

れ
る
金
額

塁

貝
隻

制
限
す
る
こ

と
が
許

さ
れ

(第

二

二
条

二
項
)
、

さ
ら

に
旅
客
が
自

ら
保
管

す

る
物

(
.一

れ
は
民
事
責

任
勅
令
第
五
条
㈲

号

に
よ
り
手

荷
物

に
当

.。
と
さ
れ

る
)

に

つ
い
て
は
、
旅
客

一
人
当

り

一
三
八
ポ

ソ
ド

の
金
額
を

も

っ
て
対
抗
す

る

こ
と
が

で
き

る

(笙

三

条

三
項
)
。

の

国
有
ホ
ー

バ
ー

・
ク
ラ

フ
ト

の
責

任

民
事
責

任
勅
令

は
、

一
九

く
四
七
年
国
家
訴
訟
法

(9

。
善

ぎ

。
。巴
一コ
α・
監

。
二

婁

。
と

第
五
条

の
規
定
が
、
修
正
の
う
え
、
ホ
去

-

之

フ
フ
ト
に
対

し
て
適

用
さ
れ
る
と
す
る
(第
八
条
)。

一
九
四
七
年

の
国
家
訴
訟
法

は
、
国
お
よ
び
国
の
財
産

.
業
務
に
関
与

す

る
者

の
民
事
責
任
と
民
事
訴
訟
手
続

に
関
し
て
、
国
と
私
人
と
の
地
歩

の
同
化
を
図
る
た
め
の
立
法
で
あ
り
、
か
か
る
目
的
の
下
に
、
同
法

の
第

五
条
は
・国
有
船
、す
な
わ
ち
そ
の
金
銭
的
利
蒙

国

に
帰
属
す
る
船
舶
、

ま

た

は
商

船

法

の
定

め

る

と

こ

ろ

に

従

っ

て

政

府

船

((}
。
<
。
噌
コ
ヨ
。
づ
酢

のξ

)

と
し
て
登
録
を
う
け
た
船
舶
、
お
よ
び
当
分
の
期
間
国

養

貸
ま

た
は
再
賃
貸
さ
れ
た
船
舶
な
い
し
は
国
が
排
他
的
占
有

権

を

も

つ
船

舶

が
・

一
般
商
船
と
同
様

に
商
船
法

の
責
任
制
限
規
定

の
適
用
を

つ
け
る
こ

と
を
明
獣

耀

し
た
が

ぞ

、
国
家
の
所
有
簑

な
る
ホ
L

↑

.
ク

ラ

フ
ト

は
・
前

述

の
よ
う
な
商
船
法

(
一
八
九

四
年
法
第

八
部
、

一
九

κ

キ

む

八
年
法
)

に
も
と
つ

い
た
責

任

の
制

限
を
主
張

し
う
る
の
で
あ

る

㈲

衝
突
に
関
す
る
責
任

民
事
責
任
勅
令
は
、

一
九

二

年
海
事
条

約
法

(7
謹

叶冨

.
。
。
霧

言

8

民～
・
二

畢

P

§

の
篁

条
乃
至

第
三
条

第
八
条
お
よ
び
第
九
条
四
項

の
諸
規
定
が
、
衝
突
に
関
し
て
、

ホ
ー

パ

ー

・
ク

ラ

ク

ト

に
対

し
適

用

が

あ

る

と
す

る

(
第

七

条
)
。

一
九

=

年

の
海
事
条
約
法
は
、

一
九

一
〇
年
に
盛

若

た

「船
舶
衝

突
条
約
」
の
イ
ギ
リ
ス
国
内
法
で
あ
り
、
同
法

は
双
方
過
失
の
船
舶
衝
突

の
場
合

に
お
け
る
各
船

の
過
失
の
軽
重
な
ら
び
に
責
任

の
分
配
に
関

し
て

規
定
す
る
。
以
下

に
は
、
ホ
ー
バ
ー

・
ク
ラ
フ
ト
の
衝
突

に
関
し
て
準
用

さ
れ
る
海
事
条
約
法
を
略
説
す
る
。

ω

損
害

の
分
配

(第

一
条
)

二
以
上
の
船
舶

の
衝
突
が
各
舶

の
過
失

88Czso>
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に
も
と
つ
く
場
合
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
、
積
荷
、
運
送
賃

(旅
客
運
賃

お
よ
び
傭
船
料
を
含
む
)
お
よ
び
船
舶
上
の

一
切

の
財
産
に
生
じ
た
滅
失
・

損
傷

(法
律
上
請
求
し
う
る

一
切
の
救
助
料
そ
の
他

の
諸
費
用
を
含
む
)

に
対
す
る
責
任
は
、
各
船
舶
の
過
失

の
割
合

に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
各
船

の
過
失

の
軽
重
が
不
明

な
る
場
合

に
は
、
各
船
が
損
害
を
平

分
し
て
負
担
す
る
。
回

人
の
死
傷

に
対
す
る
損
筈
賠
償

パ第
+
　条
)

船

舶
上
の
人
の
死
傷
が
本
船
お
よ
び
他

の
舶
舶

の
過
失
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た

場
合
に
は
、
各
船
舶
所
有
者

は
連
帯
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
、

船
舶
所
有
者
の
抗
弁
権
並
び
に
責
任
制
限
権
は
こ
れ
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ

る
も
の
で
は
な

い
。
の

分
担
請
求
権

(第

三
条
)

船
舶
上
の
人

の
死
傷

が
、
本
船
お
よ
び
そ
の
他

の
船
舶

の
過
失
に
よ
り
惹
起
さ
れ
、
か
つ
過
失

船
の
う
ち
の

一
船

の
所
有
者
が
第

三
者
に
対
し
彼
の
過
失
割
合
を
超
え
る

損
害
賠
償
額
を
支
払

い
た
る
場
合

に
は
、

一
定

の
も
の
を
除
き
、
同
所
有

者
は
他

の
過
失
船

の
所
有
者
に
対
し
そ
の
超
過
支
払
額
を
分
担
額
と
し
て

回
収
で
き
る
。
右
の
分
担
額

の
請
求
権
者
が
そ

の
分
担
額
を
回
収
す
る
場

合

に
は
、
法
律

の
定

め
る
他

の
救
済
方
法
に
加
え
て
、
最
初

に
損
害
賠
償

請
求

の
訴
を
提
起
し
う
る
者
が
有
す
る
と
同

一
の
権
利

・
権

限

を

有

す

る
。
⇔

出
訴
期
限

(第
八
条
)

船
舶

の
過
失

に
よ
り
他
船
、
他
船

の
積

荷
な
い
し
運
送
賃
、
そ

の
他
他
船
上

の

一
切

の
財
産
に
加
え
ら
れ
た
滅
失

.
損
傷
、
ま
た
は
他
船
上
の
人
に
生
じ
た
死
傷
損
害
、

一
切

の
救
助
行
為

に
関
連
し
て
、
右

の
過
失
船
な
い
し
そ
の
所
有
者

に
対
し
て

一
切

の
請
求

ま
た
は
先
取
特
権

を
執
行
す
る
訴
訟
は
、
当
該

の
損
害

・
死
傷

・
救
助
行

為
が
あ

っ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
訴
訟
手
続
が
開
始
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
消

滅
す
る
。
ま
た
、
死
傷
に
関
す
る
損
害
賠
償
額

の
超
過
支
払
額

に
対
す
る

分
担
請
求

の
訴
訟
は
、
支
払

の
あ

っ
た
日
か
ら

一
年
以
内
に
訴
訟
手
続
が

開
始
さ
れ
な
い
場
合

に
は
提
起
し
え
な
い
。

た
だ
し
右

の
期
間
に
つ
い
て

は
、裁
判
所
は
こ
れ
を
延
長
す
る
権
限
を
す
る
。
㈹

法

の
適
用

(第
九
条

四
項
)

一
九

一
一
年
海
事
条
約
法
は
、船
舶

の
過
失
に
対

し
責
を
負
う
べ

き
所
有
者
以
外

の
者
に
対

し
て
適
用
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
本
法

に
い
う

所
有
者
な
る
語
は
船
舶
の
運
航
ま
た
は
管
理
に
つ
い
て

一
時
的

に
責
を
負

う
傭
船
者
そ

の
他
の
者
を

い
う
意
昧

に
解
す
べ
き

こ
と
。

ω

一
九

七

二
年

の
院
舎

の
内
容

を
摘
記
す

れ
ば
以
下

の

通

り

で

あ

る

。ま

ず
、

ホ

ー

バ
1

・
ク

ラ

フ

ト

の
登

録

に
関

し

て

は
次

の
よ

う

に

定

め

る
。

連

合

王
国

内

で
使

用

に
供

さ

れ

る

ホ

ー

バ

i

・
ク

ラ

フ
ト

は
、

す

べ

て
連

合

王

国

に
お

い

て

登

録

を

う

け

る

こ
と

を

要

す

る
。

た

だ

し
、

ω

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ
ト

が

他

の
国

に

お

い

て
登

録

さ

れ

て

い
る

場

合

(
か

か

る

ホ

ー

バ

i

・
ク

ラ

フ

ト

に

つ

い

て
は

特

に

国

務

大

臣

の

許

可

な

き

か
ぎ

り
連

合

王
国

に

お

い

て
有
償

的

に
使

用

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

第

七

条
)
。

ま

た

は
、

㈲

無

資

格

者

(第

五

条

三

・
四

項

参

照

)

が

ホ

ー

バ

i

・
ク

ラ

フ

ト

の
所

有
権

者

で

あ

る

た

め

に
法

律

上

ま

た

は

財

産

上

の
利

害

関

係

を
有

し
、

か

つ
園

務

大

臨

が

一
定

条

件

の
下

に
そ

の
無

登

録

の
使

用

を

承

認

し

た

場

合
、

に

は

こ

の

か
ぎ

り

で

は

な

い

(第

四
条

)
。
右

に
加

え

て
、
さ

ら

に

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

が
無

登

録

で
使

用

に
供

さ

れ

る
場

合

と

し

て

轄
、

勅

令

(191)89



●

第

九

条

五

項

の
規

定

に
も

と

つ

い

て

証

明

書

が

発

行

さ

れ
、

か

つ
適

切

に

記

録

が

な

さ

れ

て

い
る

場

合

、

お

よ
び

不

積

重

量

が

一
、

○

O

O

キ

ロ
グ

ラ

ム
を

超

え

ず

、

か

つ
ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

が

有
償

的

な

使

用

に
供

さ

れ

な

い
場

合

が

あ

る
。

登

録

に

関

す

る

権

限

は

国

務

大

臣

が

有

す

る
。

登

録

申

請

に
お

い

て
は
、

そ

の
所

有

権

・
使

用
権

な

ど

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

が

連

合

王

国

で
登

録

さ

れ

う

る

か

否

か

を

決

定

す

る

に

必

要

な

明

細

書

お

よ

び

証

明

書

を

添

付

せ

ね
ば

な

ら

な

い

(第

五
条

一

・
31

項

)
。

国

務

大

臣

は
、

申

請

が

満

足

す

ぺ
き

も

の
で

あ

る
場

合

、

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト
を

登

録

し
、

か

つ

登

録

所

有

者

に
対

し

て

証

明

書

を

発

行

す

る

(第

五

条

六

・
七

項
)
。

登

録

申

請

に
あ

た

っ
て

提

出

し

た

明

細

書

に

変

更

が

あ

る
場

合

、

登

録

所

有

者

は

国

務

大

臣

に
対

し

て

書

面

で
通

知

を

な

す

義

務

を

負

い
(
第

五

条

九

項
)
、

ま

た

登

録

ホ

ー

ベ

ー

.
ク

ラ

フ
ト

の
所

有

者

と

な

っ
た

者

は

同

じ
く

国

務

大

臣

に
対

し

て
書

面

で
そ

の
旨

を

通

知

せ

ね

ば

な

ら

な

い
(
第

五
条

一
〇

項

)
。

こ
れ

に
対

し
、

国

務

大

臣

は

必

要

・
適

切

で

あ

れ

ば

登

録

を
修

正

し

な

い

し

は

取

消

す

こ

と
が

で
ぎ

る

(
第

五
条

一

一
項
)
。

連

合

王

国

で
登

録

さ

れ

た

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ
ト

は

特

定

の
方

式

に

よ

り

そ

の
国

籍

お

よ
び

登

録

マ
ー

ク

を

付

し

た
も

の

で
な

け

れ

ば

使

用

に
供

し

て

は

な
ら

な

い
(
第

六

条
)
。

ま

た
、

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

の
安

全

と
維

持

に
関

し

て

は
次

の

よ
う

に
定

め

る
。

連

合

王

国

に
お

い

て
登

録

さ

れ

た

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

は
、

そ

の
安

全

証
書

が

有

効

で
、

か

つ
証

書

が

発

行

さ

れ

た

条

件

を

充

足

し

て

い
る

場

合

で

な

け

れ

ば

原

則

と

し

て
使

用

に
供

し

て

は

な

ら

な

い

(
第

八

条

)
。

民

間
航

空

局

は
、

連

合

王
国

に

お

い

て

登

録

さ

れ

た

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

に

つ
き

、

特

に
、

め

ホ

ー

バ

i
・

ク

ラ

フ
ト

の
整

合

、
エ

ン
ジ

ン
、
構

造

部

分
、

計

器

等

々
、

@

当

局

の

要

求

に

よ

っ
て
行

な

わ

れ

た

調

査

の
結

果
、

の

ホ

ー

バ

i

・
ク

ラ

フ

ト

の
構

造

資

質
、

な

ど

の
各

点

を
考

慮

し

た

う

え

、

一
年

を

超

え

な

い
期

間

(
当

局

は
期

間

の
更

新

を

な

し

う

る
。

第

=

一
条
)

で
安

全

証

書

を

発

行

す

る

こ

と

が

で
き

る

た
第

一

一
条

一
項

)
。

証

明

書

は
、

ホ

ー

バ

i

・
ク

ラ

フ

ト

が

一
定

の
範

疇

(
す

な
わ

ち

旅

客

・
貨

物

・

特

殊
)

で

の

み
使

用

に
供

さ

れ

る

と

い
う

条

件

で

発

行

さ

れ

る

(
第

一

一
条

二

項
)
。

当

局

は
、

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ

ト

の
安

全

に
関

す

る
他

の
条

件

に
も

と

つ

い

た
安

全

証
書

を

発

行

で
き

る

ほ

か
、

そ

の

変

更

も

な

し

う

る

(
第

㎝

一
条

三

・
四

項
)
。

国

務

大

臣

は
、

連

合

王

国

で

登

録

さ

れ

た

ホ

ー

バ

ー

・
ク

ラ

フ
ト

に

つ
き

、

他

の
国

の
法

律

に
応

ず

る

た

め

に
適

切

な

証

書

を
発

行

す

る

こ

と

が

で
き

る

(
第

一

七

条
)
。

②

商

船

法

上

の
船

主

責

任

制

限

制

度

に
関

し

て

は
、

拙

稿

「
イ
ギ

リ

ス
に
お

け

る
船

主

責

任

制

度
O

・
⇔

・
⇔

」

法

学

新

報

第

七

七

巻

第

一

…

・

一
二

号
、

第

七

八

巻

一
・
二

・
三

号
、

第

四

・
五

号

を

参

照

。

㈹

最

大

公

式

重

量

(
∋
四
臨
ヨ
=
ヨ

"
ロ
9

0
「
δ
Φ
ユ

≦
虫
ケ自
鐸

)

の
決

定

方

法

に

つ

い

て

は
、

民

事

責

任

勅

令

に
特

段

定

め

が

な

い
。

ω

三

〇

〇

噸

未

満

の

い
わ

ゆ

る
小

型

船

の
場

合

を

特

則

す

る

一
九

五

9a(192)
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八
年

商

船

法

第
二

条

一
項

と
同

趣

旨

の
規

定

で

あ

る
。

た

だ

し
、

ホ

ー

バ

ー

.
ク

ラ

フ

ト

の
場

合

に
は

、

八
、

O

O

O

キ

ロ

の
最

小

倍

数

の
適

用

が

人

的

損

害

の
み

な

ら

ず

物

的

損

害

に

つ
い

て
も

認

め
ら

れ

て

い

る

点

が

注

目
さ

れ

る
。

⑤

民

事

責

任

勅

令

は
、

「
通
常

の
潮

の
干

満

地

帯

」

に

つ

い
て

何

も

明

ら

か

に

し

て

い
な

い
.

た

だ
、

同
勅

令

に
挙

げ

ら

れ

る

「
可

航

水

域

」

や

「
前

浜
」

と

の
関

係

を

考

慮

し

た
場

合

、

そ

れ

は
、

た

と
え

ば

イ

ギ

リ

ス
海

峡

に

あ

る
ゴ

ッ
ド

ウ

ィ

ン

の
よ

う

な

砂

州

を

指

す

こ

と
が
推
測

さ
れ

る
。
聞
p
昼

ξ

仏

。。
夢

〉
旨

二

㊤
斜

巳

b。
・

ラ

セ

㊨

イ
ギ
リ

ス

の
海
上
物

品
運
送
法

は
、

「
…
九
七

一
年

海
上
物

品
運

送

法
」

に
よ

っ
て
近
く
改
廃

さ
れ

る
運
命

に
あ

る
。

こ
の
点

に

つ
い

て
は
、

拙
稿

コ

九
七

一
年

イ
ギ

リ

ス
海

上
物
品
運
送
法

の
成
立
-

最
近

の
英
国
新
海
事

立
法
ω
ー
L

神

奈
川
法

学
第

八
巻

三
号
七

三
頁

以
下
参
照
。

ω

「
合
理

的
な
措
置
」

と
は
、

海
上
物

品
運
送

の
場
合

の

「
相
当

な

注
意
」

(O
亘
Φ

篇
筥
一αq
o
コ
o
Φ
)

に
比
し

て

若
干
広

汎
な
概
念

と
考
え

ら
れ

る
が
、

実
際

に
は
、

裁
判
所

は
恐
ら
く
後
者

に
対
す

る
と
同
様

の
解
釈

を
な
す

で
あ

ろ
う
。

た
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